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基本構想（原案）に対する意見及び対応について 

 

募集期間：平成28年4月25日～平成28年5月20日 

 

提出件数： パブリックコメント 6人 15件 

 十和田市総合開発審議会 2人 5件 

 十和田市総合計画策定委員会等 2人 3件 

 計 10人 23件 

 

 

No 頁 提出された意見の要点 意見に対する市の考え方 

1 9 4行目に『「駒街道」の愛称で市民に親しまれ』とあ
るが、駒街道が愛称として定着しているのか疑問であ
り、市民に親しまれていると記載するのはいかがなもの
か。 

「駒街道」という愛称は、広域観光の推進を図るため、平成２
年に庁内で決定したものです。以降、市の広報・イベント等様々
な機会において使用していることから、一定程度定着しているも
のと考えます。 

2 16 重点課題2、3について、元気な高齢者が地域の子ど
もを見守りできるような制度を構築してはどうか。 

「健康・福祉」という基本目標の中で、高齢者の豊富な経験・
知識などを活かした活躍の場づくりについて記述しています。な
お、既に「十和田ファミリーサポートセンター事業」、「高年齢
者就業機会確保事業」など高齢者が地域とかかわる事業に取り組
んでおりますが、その他具体的な取組等は、基本計画及び実施計
画の中で整理します。 

3 17 「自然災害の少ないまち」をＰＲし、大企業の企業誘
致を図るべきである。 

自然災害については、「安全・安心」という基本目標の中で、
災害に強いまちづくりについて記述しています。また、企業誘致
については、「産業振興」という基本目標の中で、産業の創出つ
いて記述しています。なお、具体的な取組等は、基本計画及び実
施計画の中で整理します。 
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No 頁 提出された意見の要点 意見に対する市の考え方 

4 17 中心商店街を賑わいの場として、活用するべきであ
る。 

「産業振興」という基本目標の中で、中心商店街の活用を含め
た経済活動の展開について記述しています。なお、具体的な取組
等は、基本計画及び実施計画の中で整理します。 

5 拠点施設の耐震性の強化を図るべきである。 「安全・安心」という基本目標の中で、災害に強いまちづくり
について記述しています。なお、具体的な取組等は、基本計画及
び実施計画の中で整理します。 

6 公共交通機関に乏しいことから、高速道路・高規格道
路の整備を図るべきである。 

「都市基盤」という基本目標の中で、道路をはじめとした公共
交通網の整備について記述しています。なお、具体的な取組等は、
基本計画及び実施計画の中で整理します。 

7 将来都市像、「～わたしたちが創る～希望と活力あふ
れる 十和田」の中にある「～」にはどのような意図が
あるのか。 

将来都市像は、人口減少をはじめとした多くの課題を解決して
いくため、行政だけではなく市民の力を結集して、市民が主役と
なるまちづくりを進めていきたいとの思いと、次代を担う子ども
達に継承できる、未来への希望に満ちあふれた理想のふるさとを
創りあげていくという思いを表しています。ご指摘の部分は、市
民が主役となるまちづくりに主眼をおいて「～」で囲み強調して
います。 

8 将来都市像は、今後のまちづくりの指針となり、重要
なものであるが、現行計画の将来都市像である、「人が
輝き 自然が輝き まちの個性が輝く理想郷」との使い分
けはどうなるのか。 

現行の第１次十和田市総合計画は、目標年次である平成２８年
度末をもって計画期間終了となることから、平成29年度より、新
たな第２次十和田市総合計画に基づき市政運営を進めることとな
ります。なお、本計画は、市民との協働によるまちづくりのルー
ルを定めた「十和田市まちづくり基本条例」に基づき策定するも
のであり、市民が主役となるまちづくりを表した将来都市像へ変
更となりますが、計画の内容は、現行計画を踏襲したものとなっ
ています。 
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No 頁 提出された意見の要点 意見に対する市の考え方 

9 17 将来都市像の「希望と活力あふれる 十和田」におい
て、「十和田」の前に、「輝く・魅力ある・美しい」な
どのインパクトのある言葉を付け加えてはどうか。 

将来都市像は、ご意見にあるような言葉の意味も含め「希望と
活力あふれる」と表現しています。 

10 18 基本理念１は、市民が主体となって楽しくまちづくり
をするイメージが伝わるよう、「まちづくりの主体は市
民である」と短くわかりやすく表現してはどうか。 

様々な課題に対応していかなければならないことを、市民へ周
知したいとの思いから現在の表現としています。 

11 「地域が抱える様々な課題」という表現は市民が負担
を感じることから、「地域に起こる様々な課題」として
はどうか。 

行政だけでなく市民一丸となって課題を克服していきたいとの
思いから「地域が抱える」と表現しています。 

12 基本理念２の「全国的に人口減少・少子高齢化が進展
するなか」は同様の記述が既にあることから削除しては
どうか。 

人口減少・少子高齢化対策は重要な課題であり、市民へ周知し
たいとの思いから、改めて記述しています。 

13 基本理念２は、市民の心情と行政の施策について並列
的に述べられており、視点が混在しているのではない
か。 

行政だけでなく、市民との協働により取り組んでいく視点から
記述しています。 

14 人口減少対策について、市内で産まれた子ども達が市
内で進学・就職できるような環境作りが必要ではない
か。 

「子育て・教育」という基本目標の中で、子育て・子育ちにつ
いて記述しています。なお、具体的な取組等は、昨年度策定した、
「十和田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」を
はじめとする個別計画との整合性を図りながら、基本計画及び実
施計画の中で整理します。 

15 19 基本目標1、「豊かな自然の恵み」を「豊かな自然と
大地の恵み」のように農業を感じさせるような言葉を入
れてはどうか。 

山・湖・河川等の他、広大な土地を意味する大地を含み自然と
表現しています。 
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No 頁 提出された意見の要点 意見に対する市の考え方 

16 19 基本目標２の中で学校教育等について記述してはど
うか。 

「子育て・教育」という基本目標の中で、教育についても含ん
だものとして、地域社会全体で支える環境の充実と記述しており
ましたが、市民に伝わりやすいよう以下のように修正したいと考
えます。 

（変更前） 
「地域社会全体で子育て・子育ちを温かく見守り、支える環境の
充実を図ります。」 

（変更後） 
「地域社会全体で子育て・子育ちを温かく見守り、支える環境づ
くりを推進するとともに、学校教育、生涯学習といった教育環境
の充実を図ります。」 

17 基本目標２の３行目「応援に取り組み」の記述を変更
してはどうか。 

市民に伝わりやすいよう以下のように修正したいと考えます。 

（変更前） 
「結婚や出産を希望する方への応援にも取り組み」 

（変更後） 
「結婚や出産の希望をかなえる取組として」 

18 歴史的価値のある文化財を保存できる、収蔵庫を備え
た郷土館を新設するべきである。 

「生涯学習・文化・スポーツ」という基本目標の中で、文化財
の保護・活用について記述しています。なお、具体的な取組等は、
基本計画及び実施計画の中で整理します。 

19 20 基本目標7、「コンパクトで利便性と快適性を兼ね備
えた中心市街地の形成」の「コンパクト、中心」といっ
た記載は不要ではないか。 

人口減少・少子高齢化が進展する中にあって、将来にわたって
持続可能なまちづくりを推進するためには、「コンパクト」、「中
心」という視点は必要であるものと考えます。 
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No 頁 提出された意見の要点 意見に対する市の考え方 

20 20 基本目標７の中に情報化について記述してはどうか。 「都市基盤」という基本目標の中で、道路と上下水道を例に挙
げ、生活環境の整備について記述しておりましたが、市民に伝わ
りやすいよう以下のように修正したいと考えます。 

（変更前） 
「道路・上下水道などの生活基盤施設及び既存集落の生活環境の
整備を計画的に推進します。」 

（変更後） 
「道路・上下水道・情報通信をはじめとする生活基盤施設及び既
存集落の生活環境の整備を計画的に推進します。」 

また、21ページの土地利用の基本方針３についても、同様に修
正したいと考えます。 

21 21 土地利用の方針、基本方針１に「既存市街地における
土地の高度利用や有効活用」とあるが、旧国道４号沿い
の商店街の中でシャッターが下がったままの店舗をど
のように活用していくのか。 

「産業振興」という基本目標の中で、中心商店街の活用を含め
た経済活動の展開について記述しています。なお、創業支援事業
として、既にワンストップ窓口の設置、空き店舗の改修補助等を
実施していますが、その他具体的な取組等は、基本計画及び実施
計画の中で整理します。 

22 土地利用の方針、基本方針へ農地の活用方法について
の記載を追加してはどうか。 

農業を含めた広い意味で、「産業競争力の強化」、「地域経済
の発展」と記述しておりましたが、市の基幹産業である農業振興
について、市民に伝わりやすいよう以下のように修正したいと考
えます。 

（変更前） 
「産業競争力の強化」 

（変更後） 
「農業をはじめとする産業競争力の強化」 
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23 そ
の
他 

全体を通して、一つの文章が長く要点が伝わりづらい
ことから一文を短く、わかりやすい表現としてはどう
か。 

市民にわかりやすい表現となることはもちろんですが、市の思
い、まちづくりの考え方などを伝えるため、市民委員会、庁内で
検討のうえ記述したものです。 

 


